
環境経営レポート

エコアクション２１

有限会社牧野設備

<取組期間：2021年度(2021年10月～2022年9月）>

作成　2023年　3月　31日　（第15版）



代表取締役　　牧野　高彦

環境関連法規制等を遵守し、法規制に対し、責任と信頼感のある企業を目指します。

有限会社　牧野設備

2018年10月1日　改定

社外においては、環境経営レポートを公開し、利害関係者とのよりよいコミュニケーションを実施し、社
内においては、全従業員にこの環境方針及び必要事項を周知し、全社員参画による取り組みを目指
します。

３． 環境コミュニケーションの積極的実施

２． 環境関連法規制等の遵守

2009年11月1日　制定

　　④ 施工・販売提供する環境配慮事業を推進

　　③ 化学物質の適正管理

　　⑤ ５S(整理・整頓・清掃・清潔・習慣)の徹底

環境経営方針

＜環境理念＞

　　① 省エネ推進によるCO2削減への取り組み

　　② 廃棄物の削減

　当社は、環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、環境負荷を低減するとともに、環境に配
慮した活動に取り組みます。そのために、次項を実行することによって、継続的な改善と汚染の予防
に努めます。

＜基本方針＞

１． 環境負荷の低減と環境保全活動への取り組み

　当社は、今現在、事業活動を通して、様々な負荷を環境に与えていると感じ、それらの負荷を低減す
るべくCO2の削減、省資源などに取り組んでいきたいと思います。これからの設備工事業は、環境問
題に取り組んでいくことはもちろんのこと、お客様に環境負荷の少ない設備や製品をより身近に、より
快適にご使用いただけるように提供していくことが大きな使命であると考え、環境負荷の少ない設備
や製品の提供に最大限努めます。よって当社だけでなく、お客様をも巻き込んだ環境保全に積極的に
取り組む企業を目指します。
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連絡先 TEL：
FAX：

E-mail：

許可年月日　令和3年6月24日　有効期限　令和8年6月24日

・土木工事業

・電気工事業

＜事業の規模＞

・創業
・事業年度

活動規模 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

売上高 万円 8,525 6,631 8,647 8,241

工事件数 件 494 408 412 388

従業員 人 6 5 5 5

建築延床面積 ㎡ 355.48 355.48 355.48 355.48

( 事務所 ) ( ㎡ ) 148.22 148.22 148.22 148.22

（  倉庫  ） ( ㎡ ) 207.26 207.26 207.26 207.26

※対象範囲(認証・登録範囲)
　対象組織：有限会社牧野設備(全社で取得)　本社事務所及び倉庫
　対象活動：管工事業（建築設備設計施工・水道施設工事）

昭和　50年　(1975年)
期首　10月１日～期末　９月30日

<建設業種類>
・管工事業
・しゅんせつ工事業
・水道施設工事業

＜許認可＞

＜事業内容＞

一般建設業　静岡県知事許可(般一03) 第4124号

0547-45-3018
suisuimakimaki@gmail.com

管工事業（建築設備設計施工・水道施設工事）

0547-46-2618

環境管理責任者       ：　藤田 祥子

EA21事務局担当者    ： 藤田 祥子

TEL ＜0547＞ 46-2618 / FAX ＜0547＞ 45-3018

〒428-0018　静岡県島田市金谷根岸町157-6　(対象事業所)

会社概要

＜環境管理責任者氏名及び連絡先＞

有限会社 牧野設備

＜代表取締役＞

＜社名＞

牧野 高彦

＜住所＞ 本社事務所

倉庫

〒428-0017　静岡県島田市金谷栄町338-3

E-mail　：　makino1@cy.tnc.ne.jp
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2009年11月1日制定

↓

｜
｜
｜

｜
｜

｜

｜
｜

・『環境への負荷自己チェック』『環境への取り組み自己チェック』の実施

EA事務局

藤田祥子

・環境経営方針の作成　　　　　　　　・経営における課題とチャンスの明確化

・環境管理責任者の任命　　　　　　 ・効果的な推進体制の構築と全従業員への周知

・システムの見直し

・資材(人材・資金・技術)の調達

・環境経営システム全体の構築、運用、維持の関する総括責任者

・環境負荷及び取り組みの自己チェック実施

・環境経営目標の設定

・環境経営目標達成状況取りまとめ

・月ごとの達成状況取りまとめ

・代表者への達成状況報告

・環境教育の計画及び実行

・事務所全体の環境活動の推進・管理

・現場から出た産廃物の分別チェック

EA事務局

事務所部門責任者

現場部門責任者

代表者

環境管理責任者

牧野雄介

事務所部門責任者

牧野陽子

事務及び経理

藤田祥子

現場担当

※環境管理責任者がEA事務局、事務及び経理との兼務とする。

実施体制の構築

環境経営システム実施体制図(組織図)

☆有限会社　牧野設備☆

代表取締役社長

2017年10月改定

牧野高彦

環境管理責任者

藤田祥子

現場部門責任者

孕石英二

・現場担当人への取り組みの徹底

・EA21に関する事務(文書・記録等の作成及び保管)

・責任と役割及び権限
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＜2021年度　目標数値＞

kg

kwh

ℓ

ℓ

ℓ

ｔ

台

kg

kwh

ℓ

ℓ

ℓ

㎥

㎏

ｔ

台

＜備考＞

４．化学物質の取り扱いに関してはごく少量のため適正管理を実施することを目標とする。

二酸化炭素排出量

購入電力

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

水使用量

一般廃棄物量

化学物質使用量

産業廃棄物量

2021年度（2021年 10月 1日～2022年 9月30日）

二酸化炭素排出量 11,171.2 -1.0% 11,059.5

当社は、環境負荷発生量の変動が大きいことから、環境経営目標として前年度実績を基準とするスライド方式を採用しています。

環境経営目標

項目 単位
2020年度実績

基準値

目標

値基準比等

購入電力 7,199.0 -1.0% 7,127.0

ガソリン使用量 2,454.7 -1.0% 2,430.2

軽油使用量 784.2 -1.0% 776.4

灯油使用量 80 -1.0% 79.2

水使用量 節水に努めた 節水に努める

一般廃棄物量 削減に努めた 削減に努める

産業廃棄物量 141.7 -1.0% 140.3

化学物質使用量 適正管理に努めた 適正管理に努める

単位
2020年度実績

基準値
2022年度目標 2023年度目標

環境配慮事業(販売台数) 177 1.0% 179

地域貢献 地域貢献に努めた 地域貢献に努める

＜中長期目標＞

項目

7,199.0 -1.5%削減 -2.0%削減 -2.5%削減

2024年度目標

11,171.2 -1.5%削減 -2.0%削減 -2.5%削減

１．購入電力のCO2排出係数は、R1年度実績のR3.1.7環境省・経済産業省公表の中部電力の調整後の値である0.452(kg-CO2/kWh)を使用す

る。

２．水使用量については、使用水量が少ないことから、使用水量は把握せず、また、目標値を設けず、節水に努めることを目標とする。

３．一般廃棄物については、発生量が少ないことから、数値目標値設定及び発生量の把握はしなく、削減に努めることを目標とする。

784.2 -1.5%削減 -2.0%削減 -2.5%削減

141.7 -1.5%削減 -2.0%削減 -2.5%削減

削減に努めた 削減に努める 削減に努める 削減に努める

適正管理に努めた 適正管理に努める 適正管理に努める 適正管理に努める

177環境配慮事業(販売台数)

地域貢献 地域貢献に努める 地域貢献に努める 地域貢献に努める

2,454.7 -1.5%削減 -2.0%削減 -2.5%削減

節水に努めた 節水に努める 節水に努める 節水に努める

80 -1.5%削減 -2.0%削減 -2.5%削減

地域貢献に努めた

1.5%増加 2.5%増加2.0%増加
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№ 責任者

1

事務所部門

責任者

(牧野陽子)

事務所部門

責任者
(牧野陽子)

環境管理

責任者
(藤田祥子)

2

　　 教室を開催

　ⅰ使用量は少ないが、適正な使用量・管理に取り組む

　ⅰ不要なものは出来るだけ処分する
　ⅱこまめに清掃をし、清潔を心がける

現場部門
責任者

(牧野雄介)

※業務関連事項として誤作業の防止を盛り込むが、活動としては特に取り組まず、心がけの範疇とする。

全社員

事務所部門
現場部門

現場部門

　ⅰ現場周辺にて地域清掃

6

5S(整理・整頓・清掃・清潔・習慣)の徹底

現場部門
現場部門
責任者

(牧野雄介)

事務所部門
現場部門

環境経営計画(2021年度)

環境管理
責任者

(牧野祥子)

環境管理
責任者

(藤田祥子)

環境管理
責任者

(藤田祥子)

環境管理
責任者

(藤田祥子)

事務所部門

環境活動の具体的な取り組み項目

事務所部門
現場部門

環境管理
責任者

(藤田祥子)

　ⅰ事務所内の温度によりストーブ使用台数を調整する。

　ⅱｽﾄｰﾌﾞ・ｴｱｺﾝ・扇風機との併用により、相互の利用頻度を削減する。

主要担当部署

二酸化炭素排出の低減(電力量、化石燃料)

　ⅳエアコンを控えめに、作業中のエアコンOFF

③

灯油使用量の削減(前年度同様維持に努める)

①

　ⅱ急発進・急加速・急減速・急停止の禁止(４つの急)

　ⅲ早めのシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用

　ⅴ計画的な運行ルートで行動し、忘れ物をなくす。

　ⅵ不要な荷物を降ろし、タイヤの空気圧が適正かチェックする。

②

①

②

廃棄物の再使用、再生利用の推進
　ⅰ封筒・段ボールなどの再利用方法の検討

3

4

地域貢献への取組

環境配慮事業

　ⅰクレーム、誤作業、資材の無駄の削減に取り組む

　ⅱ顧客にエコ対象商品の販促・紹介

　ⅲ顧客に環境への負荷削減として正しい使用方法の説明に取組

化学物質の取り扱い

5

　ⅱ地域小学校へ合併浄化槽を通して、水環境について学ぶ環境

事務所部門
現場部門

廃棄物排出量削減及びリサイクル

廃棄物排出量の削減

　ⅱ段ボール・雑誌等の紙類のリサイクル

　ⅲペットボトル・瓶・缶類等飲料容器のリサイクル

全社員　ⅰ廃棄物分別の徹底

事務所部門

燃料使用量の削減(ガソリン・軽油)

　ⅰ不必要なアイドリングの禁止

電力量使用量削減の具体的な取り組み項目

　ⅰ昼休みなど照明不要時の消灯

・エコドライブの推奨

　ⅱ日射の室内への導入

　ⅲエアコンの設定温度の検討

　ⅳOA機器・パソコン等で使用していない時の電源OFF

④

　ⅱリサイクル製品の購入促進

効率の良い省エネ型の設備・機器類の導入

　ⅰ設備・機器の買い替え時期に、省エネ型に配慮する

　ⅱ買い替え時期に低排気・低公害車両やエコカーの導入を検討。
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基準比等 目標値

1 kg 11,171.2 -1.0% 11,059.5 12,003.9 ×

2 kwh 7,199.0 -1.0% 7,127.0 7,489.2 ×

3 ℓ 2,454.7 -1.0% 2,430.2 2,834.4 ×

4 ℓ 784.2 -1.0% 776.4 791.9 ×

5 ℓ 80 -1.0% 79.2 0 〇

6 節水に努めた 節水に努める 節水に努めた 〇

7 削減に努めた 削減に努める 削減に努めた 〇

8 ｔ 141.7 -1.0% 140.3 41.2 〇

11
適正管理に努
めた

適正管理に努
める

適正管理に
努めた

〇

12 台 177 1.0% 179 117 ×

13
地域貢献に努
めた

地域貢献に努
める

地域貢献に
努めた

〇

２．達成→〇印：達成、△：ほぼ達成又は検討中、×印：未達成

ファイル等を活用し、不要な書類を処分することで、作業効率アップを目指す

目標
実績＊ 目標比(％)

地域貢献

2020年度実績
基準値

化学物質使用量

環境配慮事業(販売台
数)

一般廃棄物量

産業廃棄物量

灯油使用量

水使用量

ガソリン使用量

№

取組状況

環境経営の取り組み結果

29%

管工事工業協会の技能士として技能競技会及び技能検定の試験管として参加

商工会女性部員として雑紙収集を実施(2021年度4回実施)

＊取組期間：2021年度(2021年10月１日～2022年9月30日)

0%

105%

117%

102%

109%

エコドライブ

環境配慮事業

小人数な為、現場を回る量が増加しているが、出来る限り効率の良い現場まわりに心が
けている。

達成

項目 取り組み状況

電力削減

裏紙の再利用 重要な書類以外の裏紙の再利用は継続されている。

例年同様削減には務めたが、異常気象によるエアコン使用の増加及び、人員減用によ
る一人当たりの作業時間の増加がみられた。

細かい分別を行う作業時間は以前ほどないが、無駄な副産物等を削減したり、商工会
女性部の雑紙回収といった取組もあり、可燃ごみの量が以前よりも削減されている

リサイクル

軽油使用量

環境配慮商品は、顧客にとっても利点が多いため、積極的に取組んでいる。

１．購入電力のCO2排出係数は、R1年度実績のR3.1.7環境省・経済産業省公表の中部電力の調整後の値である

0.452(kg-CO2/kWh)を使用する。

浄化槽協会志太榛原支部による周辺小学校(7校)での環境教室の開催

倉庫前川ざらい等の草刈り

6月1日～7日の水道週間に市内公共施設の水栓無料点検修理を実施

島田市の子育て支援としてパパ講座の講師

整理整頓

地域貢献

＜備考＞

項目 単位

二酸化炭素排出量

購入電力

65%
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№

1

2

3

4

5

6

7

8

11 化学物質使用量

12

13

現場の範囲が広域になったため、その行き来が増えたこと。
今後はＺＯＯＭ等を活用し、削減を目指す。

現場の範囲が広域になったため、その行き来が増えたこと。
今後は、スマートフォンのＬＩＮＥ機能等を活用し、削減を目指す。

販売件数が減少したこと、また環境配慮商品の販売促進に努めてはいるが、顧客のニーズ
が値段の安さな為、販売件数の増加が見込めなくなってきている。

今後も地域貢献に努める。

今期はストーブの使用をせずエアコンだけにしたため、灯油も使用されなかった。今後の使
用有無は検討していきたい。

今期は使用量が昨年度に比べ増加したため、今後も削減に努める。

今後も削減に努める。

今年度は道路工事の量が減少したため、産業廃棄物のがれき類の排出が削減された。

使用状況も管理も行えている。今後も継続できるように努める。

環境経営の取組結果に対する評価

項目

二酸化炭素排出量

購入電力

評価

前年度値に比べると増加したが、今後も削減出来るように努める。

小人数により作業時間増加のため、目標値を超えたが、目標値に向けて今後も節電に努め
る。また、冬場のエアコン使用量が増加。

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

環境配慮事業

地域貢献

水使用量

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量
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環境経営の取組結果(グラフ)

12,155.9 13,095.7 12,818.4
11,171.2 12,003.9
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№ 評価 コメント 次年度の取組
1

△

〇

〇

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

-

-

〇

〇

2

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

継続

使用の検討

継続

7

化学物質の取り扱い

継続

5

環境配慮事業

継続

　ⅰクレーム、誤作業、資材の無駄の削減に取り組む

　ⅱ顧客にエコ対象商品の販促・紹介

　ⅲ顧客に環境への負荷削減として正しい使用方法の説明に取
組

4

人員減少により一人が現場
の行き来する範囲、量が増
加したが、エコドライブはで
きているため、今後も継続し
ていきたい。

排出量が安定している。今
後も継続していきたい。

商工会女性部の雑紙回収
やパパ講座での再利用が
実施できている。今後も継
続していきたい。

6

地域貢献への取組

継続
　ⅰ現場周辺にて地域清掃
　ⅱ地域小学校へ合併浄化槽を通して、水環境について学ぶ環
境

クレームなく実施できてい
る。今後もより良い取組が
できるよう努める。

適正な使用方法を今後も継
続していきたい。

※業務関連事項として誤作業の防止を盛り込むが、活動としては特に取り組まず、心がけの範疇とする。

8

5Sの徹底、整理整頓
整理整頓への時間に手が
回りにくいが、今後も務め
る。

継続

　ⅰ使用量は少ないが、適正な使用量・管理に取り組む

　　 教室を開催(今年度は感染症対策により６割中止)

継続

　ⅰ備品等の新規購入に於いて、グリーン購入を検討

　　　・OA用紙や封筒などは、再生パルプ配合率に留意する

　　　・文具、備品等は、エコマーク商品を購入する

　ⅱ砕石や合材は再生資材の利用を提案し利用する。

再生資材の利用も少しずつ
実施している。今後も継続し
ていきたい。

資材・グリーン購入の推奨

①

廃棄物排出量の削減

継続　ⅰ廃棄物分別の徹底

　ⅱリサイクル製品の購入促進

②

廃棄物の再使用、再生利用の推進

継続
　ⅰ封筒・段ボールなどの再利用方法の検討

　ⅱ段ボール・雑誌等の紙類のリサイクル

　ⅲペットボトル・瓶・缶類等飲料容器のリサイクル

④

効率の良い省エネ型の設備・機器類の導入

　ⅰ設備・機器の買い替え時期に、省エネ型に配慮する

　ⅱ買い替え時期に低排気・低公害車両やエコカーの導入を検
討。

③

灯油使用量の削減

　ⅰ事務所内の温度によりストーブ使用台数を調整する。

　ⅱｽﾄｰﾌﾞ・ｴｱｺﾝ・扇風機との併用により、相互の利用頻度を削
減する。

② 継続

・エコドライブの推奨

　ⅰ不必要なアイドリングの禁止

　ⅱ急発進・急加速・急減速・急停止の禁止(４つの急)

　ⅲ早めのシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用

　ⅳエアコンを控えめに、作業中のエアコンOFF

　ⅴ計画的な運行ルートで行動し、忘れ物をなくす。

燃料使用量の削減(ガソリン・軽油)

　ⅵ不要な荷物を降ろし、タイヤの空気圧が適正かチェックする。

①

電力量使用量削減の具体的な取り組み項目

　ⅰ昼休みなど照明不要時の消灯

　ⅱ日射の室内への導入

　ⅲエアコンの設定温度の検討

　ⅳOA機器・パソコン等で使用していない時の電源OFF

　ⅰ保管書類の削減

　ⅱ資材・工具等の整理・整頓

例年同様削減には務めた
が、昨年に続き作業量の増
加により電力量も増加した。
また、冬場のエアコン使用
量が大幅に増加した。

環境活動の取組結果の評価

環境活動の具体的な取り組み項目

二酸化炭素排出の低減(電力量、化石燃料)

エコ対象商品の販促・紹介
や作業の無駄削減も実施し
ているが、顧客のニーズに
も合うエコ対象商品の情報
収集も必要と感じている。

コロナウイルス感染防止対策
と熱循環の効率のためストー
ブを今回は使用しなかったため
今後の使用自体を検討

社用車買替や、修理不可の
設備や機器の買替の際省
エネ商品実施した。

廃棄物排出量削減及びリサイクル
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下水道法(排水設備)
水質基準、使用資材の構造・材質基準

指定給水装置工事事業者の登録・更新

使用資材の構造・更新

排水設備指定工事業者の登録・更新

環境関連法規等の取りまとめ

水道法(給水装置)

関連法規の名称 備考

遵守確認日状況 　令和5年　3月20日

当社における遵守しなければならない主な環境関連法規は以下の通りです。

規制詳細

給水装置主任技術者

遵守状況

〇

排水設備責任技術者

運搬・処分業者との委託契約

マニュフェストの管理

A・B2・D・E票を
５年間保管

契約書の締結

浄化槽管理（事業主）

浄化槽工事業者の登録・更新

浄化槽の施工方法　水質検査
浄化槽設備士

定期清掃（1回／年）

指定検査機関による定期水質検査（1回／年）

不法投棄を行わない

浄化槽法（工事事業者）

廃棄物処理法

マニュフェストの期間内返却確認の結果、
期間内に返却されなかった場合の県知事へ

の報告

実地確認の記録

浄化槽法（設置者）

設置届・廃止届出

定期保守点検（3回／年）

廃棄物の適正な処理

産廃マニュフェスト交付状況報告

産業廃棄物保管場所への看板設置

対象７機中廃棄なし

年一回５年間保存
静岡県産業廃棄物の
適正な処理に関する

条例

対象8台中1台買替

OA機器の適正処分

家電リサイクル法

営業用・工事用車両の廃棄

産業廃棄物管理責任者の設置

処理委託先の実地確認

自動車リサイクル法

家庭用・事務用機器類の廃棄

・また、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟等も、過去３年間ありませんでした。

建設リサイクル法 指定物品のリサイクル化
再資源化等の実績

作成・報告・保管義務

・上記のとおり、当社における環境関連法規の遵守状況を確認したところ、違反はありませんでした。

事業者の一般的責務グリーン購入法 環境物品の購入

毒物及び劇物取締法 毒物及び劇物の適切な保管管理 事業者の一般的責務

資源有効利用促進法

〇

パソコン・モニタ・他

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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代表者 牧野高彦

作成年月日 2023年3月26日

1

2

3

4

5

6

7

8

1 有

2 有

3 有

4 有

5 有

6 有

環境教育をはじめ、情報の共有化をデジタルも進める

代表者による全体の評価・見直し記録

見直し
関連情
報

項　　目 確認：必要に応じて評価・コメント記載 記入者：環境管理責任者

環境経営方針 ■　： 現状通り継続していきます。

環境経営目標及び目標達成状況■　： おおむね達成しています。

環境経営計画及び取組の実施
状況

■　： 電力・燃料費が値上りするも現状維持する

環境関連法要求一覧及び遵守
状況

■　： 問題なし

外部コミニュケーション・対応記録■　： 早い対応を継続します

取引先・業界、行政機関等の外
部動向

■　： デジタルデータ対応・リモート会議対応

その他（地域貢献） ■　： 参加している協会・団体の環境教育事業に参加する

問題点の是正/予防処置の実施
状況

■　： とにかく早く対応することを継続していきます

代表者
による全
体の評
価見直
し

全体評価・コメント

・活動環境を常に整えようと意識して、今後の社会的変化に小規模でも早く対応
していきたい。

・万能ゴミ箱を導入し、分別作業手間を短縮できていますが、あくまで分別可能
な限り、分別していく意識を持続していきます。

見直し項目 「有り」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営レポート より簡単な作成

その他のシステム
要素

ＩＴでできる事のさらなる勉強を続ける。

資材・工具の整理・整頓とデータのデジタル化

環境経営目標 不要物の見極めと処分

環境経営計画（取
組項目）

保管書類の削減(－１０％）とデジタルデータ整理へ移行

実施体制（組織）
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・商工会女性部として、3か月毎の雑紙回収活動を実施

・浄化槽協会志太榛原支部による環境教室

・水道週間の一環として、地元の水道点検を行う

・浄化槽巡回指導

取り組み状況①

-14
-



・道路工事現場の周辺の地域貢献活動として資材置場の草刈り状況

・現場内のゴミ収集所のゴミ収集運搬を手伝うことで、工事の効率化及び収集業者の効率化に(地域貢献の一環)

取り組み状況②

-14
-



・廃棄物の分別を明確にするために、各廃材置き場に表示を設置。

・分別した産業廃棄物を専門の処理業者へ引渡し

・「産業廃棄物保管場所」看板の設置

取組状況③
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・事務所ブラインドを新しく交換。以前よりも空調管理の効率が上昇

・エコドライブを心がけるためにカードを各車両に配布。　　　・ゴミの分別をするための籠を設置。

・事務用品をエコマーク仕様のものを購入することでグリーン購入すすめる

取組状況④

・節電、節水を促すシールや張り紙を貼り、社員全員に徹底。
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